
  

○花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助金交付要綱 

令和４年１２月２３日告示第４４４号 

改正 

令和５年５月１日告示第２９９号 

花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助金交付要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、市内宿泊施設が自施設内又はその周辺環境において提供

する滞在型観光プログラムの造成及び改良により、利用者満足度の向上及び

市内滞在時間の延長を図ろうとする者に対し、花巻市補助金等交付規則（平

成１８年花巻市規則第６１号。第８条において「規則」という。）及びこの

要綱により花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助金（以下「補助金

」という。）を予算の範囲内で交付することにより、市内宿泊施設の利用を

促進することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次に掲げる用語の意義は、下記に定めるところに

よる。 

(1) 滞在型観光 観光の付加価値及び利用者の満足度を高めるため、地域資

源を活用しながら、体験型及び交流型の要素を取り入れた市内滞在時間

の延長を促す観光形態をいう。 

(2) 地域資源 花巻市の農畜産物、加工食品、文化及び自然資源をいう。 

（交付対象者） 

第３条 補助金の交付を受けることができる者（以下「交付対象者」という。

）は、市内で次の各号に規定するいずれかの施設を経営する者であって、補

助金の交付申請を行った事業を今後も継続していくことに意欲を有する者と

する。ただし、この者が営業する風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関

する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第６項に規定する店舗型性風

俗特殊営業に供する施設は除く。 

(1) 旅館業法（昭和２３年法律第１３８号）第３条第１項に規定する旅館業

（下宿営業を除く。）を営む施設 

(2) 住宅宿泊事業法（平成２９年法律第６５号）第３条第１項の規定に基づ 



  

く届出をした者が営む施設 

（補助金の交付対象事業） 

第４条 補助金の交付対象事業（以下「補助事業」という。）は、交付対象者

が施設ごとに造成及び販売するものであって、次の各号のいずれの要件も満

たす滞在型観光プログラム（以下「観光プログラム」という。）をいう。 

(1) 市長が別に定める期間において、交付対象者が一人当たり１泊以上の宿泊

を受け入れるもの 

(2) 滞在型観光を宿泊施設内及びその周辺の自然環境を利用し、地域資源を生

かした体験を利用者に提供するもの 

２ 補助対象となった観光プログラムは、翌年度以降において補助事業の対象

外とする。 

（補助対象経費及び補助額） 

第５条 補助金の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、前条

第１項に規定する事業を実施するために必要な経費のうち次の各号に掲げる

経費とする。 

 (1) 講師への謝礼等 

 (2) 講師への最も経済的な通常の交通費及び宿泊費 

 (3) 交付対象者がプログラムを提供するために必要な備品購入費 

 (4) 看板、チラシ、広告及び宣伝に要する経費 

 (5) その他市長が必要と認める経費 

２ 次に掲げる経費は補助の対象外とする。 

 (1) 交付対象者の人件費等の経常的な経費 

 (2) 参加者個人に供するもの及び汎用性が高い備品購入費 

(3) 消費税及び地方消費税 

３ 補助金の額は、補助対象経費から他の補助制度により交付される金額を控

除した額の２分の１以内とし、１申請当たり１０万円を上限とする。 

４ 第１項第４号に規定する経費は、補助対象経費の５分の１以内の額とし、

４万円を上限とする。 

５ 同一施設での同一観光プログラムに対する補助金の交付は、補助金申請年

度内に限り３回までとする。 



  

（補助金の交付申請） 

第６条 補助金の交付を受けようとする交付対象者（以下「申請者」という。

）は、花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助金交付申請書（様式第

１号）に次に掲げる書類を添えて、補助事業の実施日の７日前までに市長に

提出しなければならない。 

(1) 事業の概要が確認できる書類の写し 

(2) 補助対象経費に係る費用が確認できる書類（見積書等）の写し 

(3) その他参考となる資料 

２ 前項の交付申請の受付期限については、申請の額が予算の上限に達した日

までとする。ただし、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況等を踏まえ

、市長が必要と認めるときは、申請の受付を停止することがある。 

（補助金の交付決定） 

第７条 市長は、前条の規定による申請があったときはその内容を審査し、適

正と認めたときは、花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助金交付決

定（変更承認）通知書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。 

（補助事業の変更等） 

第８条 補助金の交付決定通知を受けた申請者は、規則第５条第１項第１号及

び第２号に掲げる変更又は同項第３号に掲げる中止若しくは廃止をしようと

するときは、花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助事業変更（中止

・廃止）承認申請書（様式第３号）を市長に提出し、あらかじめその承認を

受けなければならない。ただし、第５条第１項各号に掲げる補助対象経費の

それぞれ２０パーセント以内の減を除く。 

２ 市長は、前項の申請書の提出があった場合には、補助金の交付の決定を変

更し、又は取り消すことができる。 

３ 前条の規定は、前項の場合について準用する。 

 （実績報告） 

第９条 申請者は、補助事業が完了したとき（補助事業の廃止の承認を受けた

ときを含む。）は、その日から３０日を経過した日又は会計年度の３月１５

日のいずれか早い日までに花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業実績報

告書（様式第４号）に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければなら



  

ない。 

(1) 最終の企画書、告知チラシ、ホームページの告知画面など、実際に実施

した事業内容が確認できる書類の写し 

(2) 補助対象経費に係る最終の費用が確認できる書類（領収書等）の写し 

(3) その他参考となる資料 

（補助金の額の確定等） 

第１０条 市長は、前条の報告を受けた場合には、報告書等の書類の審査及び

必要に応じて現地調査等を行い、その報告に係る補助対象事業の実施結果が

補助金の交付決定の内容及びこれに付した条件に適合すると認めたときは、

交付すべき補助金の額を確定する。 

２ 前項の規定により補助金の額を確定したときは、花巻市滞在型観光プログ

ラム造成促進事業補助金確定通知書（様式第５号）により通知するものとす

る。 

３ 市長は、前項の規定により補助金の額を確定した場合において既にその額

を超える補助金が交付されているときは、その超える部分の補助金の返還を

命ずるものとする。 

４ 前項の返還の期限は、当該返還の命令がなされた日から起算して２０日以

内とし、期限内に納付されない場合には、市長は未納額につき年１０．９５

％の割合で計算した額の延滞金の支払を請求することができる。 

 （補助金の支払） 

第１１条 市長は、前条の規定により交付すべき補助金の額を確定した後に、

申請者に対して補助金を支払うものとする。ただし、必要があると認める場

合は、概算払をすることができる。 

２ 申請者は、前項の規定により決定された補助金の交付を受けようとすると

きは、花巻市滞在型観光プログラム造成促進事業補助金交付（概算払）請求

書（様式第６号）を提出しなければならない。 

（補助金の交付） 

第１２条 市長は、前条の規定による請求を受けたときは、その内容を審査し

、適正と認めたときは、補助金を交付するものとする。 

 （補助金の交付の決定等の取消し） 



  

第１３条 市長は、申請者が偽りその他不正な手段により補助金の交付を受け

たと判断した場合は、当該交付の決定及び額の確定の全部又は一部を取り消

すことができる。 

（補助金の返還） 

第１４条 市長は、前条の規定により補助金の交付の決定等を取り消したとき

は、期限を定めて返還を命ずるものとする。 

（補則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

 この告示は、告示の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 



  

 



  

 



  

 



  

 



  

 



  

 


